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考えの形成を重視した意見文を書く活動デザインの有効性について
－事実と意見を繋げる論理的思考に着眼して－
中山　　卓＊
１　問題の所在
　平成30年より新学習指導要領が全面実施される。思考力，判断力，表現力に関する目標が位置付けられ，「何を学ぶ
か」ということだけでなく，「どのように学んでいくか」という学習過程が一層明確化された。国語科においては，自
分の考えを形成する学習過程が重視され，「考えの形成」に関する指導事項が位置付けられた。意見文を書く過程にお
いても，自分の意見が伝わるように段落構成を考えたり，表し方を工夫したりするだけでなく，その考えに至る過程で，
事実を整理・分析したり意見を明確にしたりする活動が一層重視されると考える。
　これまで筆者は意見文の指導をするときに，自分の文章を見直す機会を設定し，接続詞や段落構成の仕方など，表し
方の工夫について支援の方策を考えてきた。しかし，子どもがどのような過程で考えを形成して書いたのかを把握して
指導することは少なかった。
　では，意見文を書く活動において，子どもが自分の考えを形成しながら書き表すためには，どのような活動デザイン
が有効なのだろうか。榎本(2008)は，「意見文の特徴は，事実・出来事と意見，感想の結びつき」であり，「大切なのは，
事実と意見を繋げる論理である」と述べている1）。つまり，考えを形成する際に働く論理的思考とは，事実と意見を繋
げて考えることであると捉える。
　前澤(2016)は，説明的文章の読みを深める活動における論理的思考を促す手立てとして，「根拠・理由・主張の3点
セット」の有効性を報告している2）。自分の考えを形成するためには，事実と意見がどのように繋がるのか，その意味
付けを子ども自身が行えるような活動デザインが有効であるということになる。
　そこで本研究では，子どもが意見文を書く過程において，事実と意見を繋げる論理的思考に着眼し，自分の考えを形
成することができるような活動デザインの有効性を検証することとした。
　
２　研究の内容と方法
　⑴　研究の方法
　事実と意見を繋げ，論理的に考えを組み立てるためには，子どもが多様な社会的事実と出会い，感情を揺り動かしな
がら自分の考えをもてるような題材設定が必要である。本研究では，小学校６年生を対象に「未来が平和であるため
に」を題材にして，意見文を書く活動を行う。「平和」という題材は，歴史的事実から時事問題まで，多様な事実と出
会うことができるため，子どもの感情を揺り動かし，子どもの「主張したい」という思いを喚起できると考える。そこ
で，社会科や道徳，総合的な学習の時間を国語科に包括的に関連させた単元を構成した。
　そして，意見文を書く過程において事実と意見を繋げ，自分の考えを形成することができるようにするために，二つ
の活動デザインを考えた。
　　①　自分の考えの背景の自覚化を促す
　前澤(2016)は，説明的文章を基に深く思考させる際，「根拠・
理由・主張の３点セット」を活用することで，自分の意見を組み
立て，より確かな結論を導くことができることを明らかにしてい
る。しかし，子どもが「根拠・理由・主張の３点セット」をどの
ように活用し，どのように自分の考えを形成していったかについ
ては述べていない。そこで，本研究では，事実と意見，事実と意
見を繋ぐ意味付けを整理して考えられるようなピラミッドチャー
ト（図１）を用いて，自分の考えの背景の自覚化を促す。子どもは，平和に関する体験や取材活動を通して，「未来が
平和であるためにどうしたらよいか」について考え，その考えがどのような事実に基づき，なぜそのような考えに至っ
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図１　 「根拠・理由・主張の３点セット」を生か
したピラミッドチャート
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たのかを自分で意味付けながら意見文を書く。ピラミッドチャートの３つの要素を，どのような順序で考え始め，整理
したかについて，記述する子どもの観察や記述内容から見取り，子どもがどのように考えを形成したかを分析する。
　　②　自分の考えを多面的に見て，比較・検討する対話活動を設定する
　前澤(2016)は，説明的文章の書かれ方を問う発問に対し，「根拠・理由・主張の３点セット」を活用した対話を促す
ことで，子どもが深く思考しながらより確かな結論を導いた事例を報告している。前澤は，互いに納得し合う論理的な
対話をもたらす上で「根拠・理由・主張の３点セット」の活用の有効性を明らかにしているが，対話活動が個人の考え
をよりよくつくり変えていく過程については詳しく述べていない。そこで，本研究では，よりよい意見文を書くために，
ピラミッドチャートを用いて形成された自分の考えを多面的に見て，比較・検討する対話活動を設定する。対話活動で
は，４象限マトリクス（図２）を用いる。４象限の横軸は，未来が平和であるために，「自分がすること⇔他人がする
こと」，縦軸は「効果があること⇔あまり効果がないこと」を表す。子どもは，
自分の考えがどの程度実現可能なのか，またどの程度の効果があるのかなど，
新たな視点を基に自分の考えを捉え直し，明確にしていく。そうすることで，
友達の考えとの差異に気付き，自分の意見の異なる側面を知ったり，自分の意
見を確かにしたりすることができると考える。対話場面の録音の会話分析と，
対話の後に書いた意見文の記述内容から，子どもがどのように論理的思考をは
たらかせながら，自分の考えをよりよくつくり変えていったかを分析する。
　⑵　研究の内容
　２名の抽出児の論理的思考に着眼し，「自分の考えの背景を自覚化」「自分の考えを多面的に見て，比較・検討する対
話活動」の２つの方法により，２つの活動デザインの有効性を探っていく。抽出児は，前年度の意見文を書く単元で，
論理的に自分の考えを書くことに課題が見られた子どもを選出した。一人目のＡ児は，自分の意見を友達に伝えること
にはとても意欲的な子どもである。しかし，事実と意見とを繋ぐ意味付けに整合性がないことに課題が見られた。Ｂ児
は，自分の考えを口に出すことが少ない子どもである。Ｂ児は自分の意見と根拠となる事実を挙げて書くことができる
が，それらを繋ぐ意味付けを考えることには苦手意識がある。
３　活動の実際
　⑴　研究の時期　　平成29年７月～９月
　⑵　研究対象　　　公立小学校第６学年28名
　⑶　指導計画　　　国語　未来がよりよくあるために
　　　　　　　　　（全８時間　関連→総合的な学習の時間６時間，社会６時間，道徳１時間）
　⑷　自分の考えの背景の自覚化
　　　①　Ａ児の考えの背景の自覚化
　Ａ児は取材が終わった段階で，題材について自分が考えていることをノートにメモをした。
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図２　４象限マトリクス
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過程 課題設定 取材・整理 構成・記述・推敲 交流
学習
内容
①平和についての意見文を書くことを
知り，学習計画を立てる。
②平和のとりでを築くを読み，平和に
対する人々の思いや行動を知る。筆者
の考えについて自分の意見を交流する。
⑯これまでの取材活動から，自分の考
えをピラミッドチャートに整理する。
⑰整理した考えを基に，友達と四象限
マトリクスを使った対話をする。
⑱⑲意見文を構成し，記述する。
⑳意見文を読み返し，説得力を
もって自分の考えが伝わるか確
かめる。
㉑意見文を読み合い，考
えの深まりや説得力のあ
る意見文にするための工
夫について話し合う。
取材
関連
教科
総合
６
道徳
１
社会
６
学習
内容
【社会】戦争と人々のくらし
③現在と戦争をしていた頃の町の様子の写真を見比べ，戦時中の日本の様子に
関心をもつ。
④なぜ戦争が始まったかを調べ，中国で戦線が拡大した経緯を理解する。
⑤戦時中の暮らしや子どもたちの様子について調べ，戦争が暮らしに与えた影
響を考える。調べたことを友達と交流する。
⑥空襲による被害を調べ，その大きさを理解する。
⑦原子爆弾の投下により大きな犠牲の上に戦争が終戦したことを理解する。　
太平洋戦争に対する自分の考えをもつ。
⑧戦争についての本を読み，戦争についての自分の考えを交流する。
【総合】（地域学習の一環として）
⑨長岡の戦時中の様子を知り，当時の暮らしについて自分の課題をもつ。
⑩⑪長岡戦災資料館の見学を通して課題について情報を収集する。被災された
方の体験談を聞いたり，インタビューしたりする。
⑫調べたことを基に，自分の考えを整理する。
【道徳】
⑬平和祈念式典の子ども代表の言葉を読み，命の大切さに
ついて考える。（生命の尊重）
【総合】（人の生き方を学ぶ学習の一環として）⑭平和を守
る人の生き方について自分の課題をもつ。インタビューな
どをして，情報を収集する。⑮調べたことを友達と交流す
る。
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　Ａ児のメモにおいて，事実に当たる部分は波線，意見にあ
たる部分は一重線，事実と意見を繋ぐ意味付けを表す部分は
二重線で表した。Ａ児のメモを分析すると，「昔のことをよ
く学ぶ」という意見に対する意味付けや根拠となる事実は書
かれている。しかし，「協力し合うこと」については根拠と
なる事実や，意見と事実を繋ぐ意味付けが記述されていない。
　Ａ児は（図３）のピラミッドチャートを書く時に，まず
「昔のことをよく学び，協力し合う」という意見を最初に書
いた（①）。その後，取材したことが書かれている資料を取
り出し，平和祈念式典の子ども代表の言葉を学んだ時に使っ
た資料を使って事実を書いた（②）。そして，自分が書いた
メモを読み返し，「昔のことをよく学び」と，「戦争の事実を
正しく学ぶことが大切」に線を引いた。しばらくの間考えて
いたが，すぐに手が動き始め，事実と意見を繋ぐ意味付けを
書いた（③）。その後，自分の書いたシートを見つめ，納得
のいかない表情をしていた。教師が声をかけると，「意見は，『昔のことを良く学び』には線を引いたんですけど，『み
んなで協力』のこと，書いてなかった」と話した。Ａ児は自分の意見が２つあると考え，「昔のことをよく学ぶこと」
については事実，意見，意味付けが書かれていたが，「協力し合うこと」については，事実と意味付けが書かれていな
かったことに課題を感じていた。Ａ児は少し考えた後，「先生，縄跳びのこと書いてもいいですか。」と質問した。どう
してそのことを書きたいのか聞くと，「みんなが協力してるときは平和だったし。」と話した。そして，「協力する」こ
とが大切な事例として，学校行事の８の字縄跳び大会のことを事実として書き（④），「協力することでけんかや争いは
起きにくい」と意味付けて記述した（⑤）。
　これらの観察を通して，Ａ児は，【意見（①）→事実（②・④）→事実と意見を繋ぐ意味付け（③・⑤）】の順序で自
分の考えを組み立てたことが分かった。
　　②　Ｂ児の考えの背景の自覚化
　Ａ児と同様に，Ｂ児が最初に書いたメモを分析すると，意
見（一重線）と，その根拠となる事実（波線）は記述されて
いる。しかし，意見と事実を繋ぐ意味付けの記述はなかった
ことが分かる。
　Ｂ児は，すぐにピラミッドチャート（図４）に「広島，長
崎に原子爆弾が落とされた」「長岡にも（焼夷弾が）落とさ
れ，1486人が亡くなった」と，事実から書き始めた（①）。
そして，意味付けを書くチャートの二段目の部分に「核兵器
や武器は使ってはいけない」と書き（②），ピラミッドの頂
点のところを考えながら手を止めていた。教師が声をかける
と，「俺の，意見がなかった。」と話した。教師が「未来が平
和であるために一番大切だと思うことはなに？」と聞くと，
「あ，これ（核兵器をもたないこと）だ！」と言って，すぐ
に，二段目（②）の記述を消した。そして，また考えている
【Ａ児がはじめに書いた文章】（メモ）
未来が平和であるためには，昔のことをよく学び，みんなで協力し合うことが大切です。道徳で平和祈念式典を見
たとき，たけますさんと福永さんは，「戦争の事実を楽しく学ぶことが大切」だと言っていました。昔のことを学
ぶと同じことを繰り返さないと思います。
図３　Ａ児が書いたピラミッドチャート
【Ｂ児がはじめに書いた文章】（メモ）
広島や長崎に原子爆弾が落とされて，多くの人が亡くなりました。それだけではなくて，長岡にも爆弾が落とされ
て，1486人が亡くなりました。未来が平和であるためには，核兵器を持たないことが必要だと思います。これから
ももっと戦争のことについて調べていきたいです。
図４　Ｂ児が書いたピラミッドチャート
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様子だったので，「爆弾によって多くの人の命が失われたことについてどう思う。」と問うと，すぐに二段目のところに，
「人を傷つけたり，命を奪ったりするのは，人が兵器をもつからだと思う。」と書いた（②）。その後，「核兵器や武器
を使ってはいけない」と，自分の意見を記述した（①）。
　Ｂ児は，【事実（①）→事実と意見を繋ぐ意味付け（②）→意見（③）】の順で記述をし，自分の考えをチャートに示
した。
　学級全体では，Ａ児のように，漠然とした意見をもっていて，その根拠を多様な事実の中から選択していく道筋で考
えた子は28人中18人，Ｂ児のように，出会った社会的事実に意味付けを行い，自分の意見を導き出す道筋で考えた子は
８人いた。残りの２人は，事実を書いた後，意見を書き，迷いながらその意味付けをしている。Ａ児とＢ児の考える道
筋が異なっていたように，一人一人が自分の考えやすい道筋で事実，意見，意味付けを整理していることが分かった。
　
　⑸　自分の考えを多面的に見て，比較・検討する対話活動
　４象限マトリクスを使って，「自分がする←→他人がする」「効果的である←→あまり効果がない」の視点で自分の考
えがどこに位置付くのか考え，そこに位置付いた理由を友達と対話する活動を行った。Ａ児，Ｂ児は同じグループに所
属し，Ｃ児，Ｄ児を含めた４人でピラミッドチャートを基にして自分の考えを交流した。
　　①　対話活動によるＡ児の考えの変容
　修学旅行のコース別研修でユニセフの活動を調べて
来たＣ児と，それに興味をもったＤ児が，「第２次世
界大戦後に戦争をしていない国がある」という話題で
話している場面で（①）（②），Ａ児は，その会話に興
味をもち，Ｃ児とＤ児の対話に入っていった（③）。
戦後，平和主義を唱えてからは戦争をしていないこと
を知ったＡ児は，戦前についての学びを思い出し，Ｄ
児のシートを見て，「戦争のきっかけも書こう」と述
べ（⑤），自分のピラミッドチャートの脇に，「戦後，
日本は戦争をしていない。」「日本は戦争をしていな
い」とメモをした。
　さらに，Ｃ児が（⑦）で口にした，自分たちにでき
ることはあまりないと言う発言に対し，「意志を持つ
ことはできる」と，自分の考えていることを主張した
（⑧）。
　対話活動を終え，Ａ児は文章の構成・記述を行い，次のような意見文を書いた。
　Ａ児の作文を分析すると，意見（一重線）と事実（波線）を繋げ，その意味付け（二重線）を書いて論理的に自分の
考えを表現していることが分かる。さらにＡ児は，自分とは反対の考え（僕たちが昔のことを学んでも効果がないので
はないか）を取り上げ，それを論じ返すことで，説得力をもって自分の考えを書くことができた（四角囲みの文章）。
Ｄ児：今戦争していない国ってあんまりないらしいよ。Ａ
コースの人が言ってた。（Ｃ児），言ったよね？①
Ｃ児；あー，なんか言ってたね。なんか日本はその中に
入ってるって…確か。②
Ａ児：えーそうなの。③
Ｄ児：平和主義だからでしょ。④
Ａ児：ねえ，（Ｄ児）の見せて。（ピラミッドチャートを借
りて）戦争のきっかけ（日本が満州の鉄道爆破して
日本は加害者の立場だったこと）も書こう。⑤
Ｄ児：これね。結構意外だったよね。⑥
（中略）
Ｃ児：ってか，自分のできることって，あんまりなくな
い？私の自分であんまりできないんだけど。⑦
Ａ児：そう？そんなことなくない。ここのやつ。（Ｄ児の
シートを指さす。）意志を持つのは自分でもできる
よね。あと悪口言わないとか。でも，戦争止めに行
くのはできないよね。行ったら…。⑧
【考えの背景の自覚化と対話活動を終えた後，Ａ児が書いた意見文】
　未来が平和であるためには，みんなで協力し合うことが大切です。昔に起こったことをまずは良く学び，それを
生かしてみんなで協力しあうのです。
　ぼくは大縄大会の時，みんなが協力して大縄をしたことを思い出しました。目標の回数を決めて取り組んだとき，
みんなの心が一つになり，笑顔でがんばることができました。協力することで，けんかや争いごとは起きにくいと
考えます。また，道徳の学習で，広島の平和祈念式典について学びました。子ども代表のたけますさんとふくなが
さんが，「戦争を経験することは不要です。でも，戦争のことを正しく学ぶことは必要です。」と言っていました。
昔のことをよく学ぶと，同じようなことは繰り返さないと思います。
　僕たちが昔のことを学んでも効果がないと考える人がいるかもしれません。しかし，戦争のこわさを学んだから
こそ，今の平和な日本があるのです。戦争をしているとき日本は満州を力で占領しようという考えでした。でも戦
後は考えが変わり，平和主義で戦争をしたことはありません。ぼくは戦争のこわさを学んで協力して平和を願って
きたのだと思います。だから，みんなが学び，協力することが大切です。
　これから，この学習で学んだことを大切にして，自分たちが協力することから未来を平和にしていきたいです。
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Ａ児が反駁して述べることができた背景には，４象限マトリクスを使った対話により，Ｃ児と自分の考えの違いに気付
いたことが挙げられる。また，対話の中で，Ｄ児が述べていた戦前の事実を，自分の意見と繋げて考えたことも挙げら
れる。
　　②　対話活動によるＢ児の考えの変容
　話し合いの前にＢ児とＣ児は，未来が平和であるためには，「兵器は使ってはいけない」という意見をもっていた。
しかしＣ児はＡ児との対話の中で，Ａ児の大縄大会の例を聞いて協力することが平和に繋がることを自分の意見として
シートに書き加えた。次の会話は，意見が更新されたＣ児が，同じ意見をもっていたＢ児に問うたところから，「争
い」について話題に挙がった場面である。
　Ｂ児は，Ｃ児に問われ（①），ピラミッドチャートを見ながら自分の考えを述べた（②）。このとき，Ａ児が武器がな
くても争えるということを口にするが，Ｂ児は「けんか」と「戦争などの争い」は別のものだと考えていた（④）。そ
の後，Ｄ児が，「けんかも争いである」ことや，「争いは，人の気持ちが原因である」ということをＢ児に述べたとき，
Ｂ児は少し笑顔になり，自分のシートに書いてあった意見の隣に赤ペンで「争いがなくなること」と書き，その意味付
けとして，二段目には「人の心が変わらなければならない」と書き加えた。そして，書き加えた意見，意味付けと事実
を矢印で結んでいた。
　対話活動を終え，Ｂ児は文章の構成・記述を行い，次のような意見文を書いた。
　Ｂ児の作文を分析すると，ピラミッドチャートに基づいて，意見（一重線）と事実（波線）を繋げ，その意味付け
（二重線）を書いて論理的に自分の考えを表現していることが分かる。Ｂ児は対話により，「争いをしないことが大
切」と，自分の意見を変えた。対話活動でＤ児が述べた「けんかも争いである」「争いは，人の気持ちが原因で起こ
る」という言葉を聞き，戦争と自分の身の回りのけんかが，どちらも争いであり，人の心によって変わるものだと考え
たことで，自分の意見が更新されたと考える。また，Ｂ児は，４象限マトリクスの縦軸（効果がある・効果がない）の
視点から，自分の今の意見とは異なる「兵器があると争いがなくならないのではないか」という意見を取り上げ，それ
を論じ返すことで，説得力をもって伝えようとしていることが分かる。反駁するときの根拠となる事実や意味付けはま
だ不十分であるところに課題が残るものの，自分の意見に繋がるかたちで論じ返すことができた。
　
　Ａ児・Ｂ児のいた４人グループでは，４象限マトリクスを使って対話をしている途中，自分の考えの位置付けを（図
５）のように更新した。Ａ児は最初，「昔のことを学び，協力する」ことは，自分がすることであると位置付けていた
が，Ｄ児との対話により考えを更新し，話し合いの後には，自分も他人もしなければいけないことだと位置付け直した。
Ｂ児は，「兵器は使ってはいけない」は，他人がすることだと考えていたが，「争いをしないこと」に考えが更新された
後，次ページの矢印のように動かした。
　学級全体では，対話により自分の意見に変容が見られピラミッドチャートに修正を加えた子が８人，事実をチャート
Ｃ児：（Ｂ児）はどう。ここ，俺と同じだけど。①
Ｂ児：えっと，…僕は，広島と長崎に原子爆弾が落とされて，長岡も空襲で，1486人の人が亡くなって…武器がある
からだと思う。武器があるから争いがおきるんだよ。②
Ａ児：ねえ，武器なくても争えるんじゃね。パンチとかすれば。③
Ｂ児：それ，けんかじゃん。④
Ｄ児：えー，けんかも争いだよ。私真ん中に「平和への強い意志を持つことが大切って」書いたんだけど。争いって，
人の気持ちが原因だとおもったりしてる。⑤
Ａ児：俺も賛成。⑥
 【考えの背景の自覚化と対話活動を終えた後，Ｂ児が書いた意見文】
　ぼくは，未来が平和であるためには，争いをしないことが大切だと思います。
　社会の学習で戦争の資料を見たとき，広島と長崎に原子爆弾が落とされたことを知りました。また，戦災資料館
に行ったとき，長岡にも焼夷弾が落とされて，1486人もの人が亡くなったことを知りました。柏崎市にも模擬原子
爆弾が落とされたことがあります。こんな兵器をもたないようにするには，人の心が変わっていくことが大切だと
考えます。
　いろいろな兵器があると，争いがなくならないと考える人がいるかもしれません。しかし，兵器があっても心が
変われば争いは起きません。
　争いをなくして平和な世の中にしていきたいです。まずは，暴力をふるったり，悪口を言ったりしている人には
注意するなど，自分にできることは進んでやっていきたいです。
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に付け足した子が14人，意味付けを書き加え
たり修正したりした子が７人，特に何も書き
込みがなかった子が５人いた。４象限マトリ
クスを使った対話を受けて，自分とは反対の
意見を反駁して述べた子は，20人いた。
５　成果と課題
　子どもが意見文を書く過程において，事実
と意見を繋げる論理的思考に着眼し，自分の
考えを形成することができるような活動デザ
インの有効性の検証をすることによって，次
のような成果を得られた。
　⑴　自分の考えの背景の自覚化について
　「事実，意見，意見と事実を繋ぐ意味付
け」を整理するとき，Ａ児のように「一つの
意見の根拠を多様な事実の中から選択してい
く思考」や，Ｂ児のように「多様な事実と出会い，多様に生まれた心の動きの中から自分の意見を一つに絞る思考」が
見られた。記述する順序は子どもにより異なっていたことから，子どもの論理的思考の過程が１つではなく，多様であ
ることが分かった。そのような，多様な思考過程に対応できるツールの１つとして，本実践で使ったピラミッドチャー
トは有効であったことがいえるだろう。このチャートに意見，事実，意味付けを整理して組み立てたことで，論理的に
自分の考えを意見文に書くことができたと考える。
　⑵　自分の考えを多面的に見て，比較・検討する対話活動について
　対話活動を通して，自分の根拠となる事実を付け加えたり，意味付けを問い直したりして，自分の考えが再構成され
た。４象限のチャートに自分の考えを位置づけ，自分の考えと友達の考えとの差異が明らかになったことで，共通点や
相違点を比較しながら話し合うことに繋がった。友達の考えを聞くことで，事実，意見，意味付けの整合性がなくなる
のではないかという懸念があったが，ピラミッドチャートに自分の考えを付け加えたり修正したりする過程で，つなが
りを意識して書いている姿が見られた。また，意見文を書くときに，自分とは異なった考えを聞くことで，自分の主張
とは違う思考を論じ返し，反駁して表すことに繋がったと考える。
　以上から，意見文を書く過程において，事実と意見を繋げる論理的思考に着眼して自分の考えを形成する活動デザイ
ンの有効性を明らかにすることができる。ピラミッドチャートと４象限マトリクスを用いることで，事実と意見を繋げ
る論理的思考は，情報を収集・整理し，対話によって比較・検討する一連の過程で絶えずはたらき，子どもの考えをよ
りよくつくり変えていったと考える。今回の実践では，考えの形成の段階に特化して論理的思考の考察をしてきた。文
章を構成，記述する段階においても，論理的思考を促すような活動デザインを考えていくことを今後の課題としたい。
また，社会的事実が日々更新されていく題材であるため，自分の考えも論理的に整理して更新する経験をさらに重ねる
ことも必要になっていくと考える。
〈引用文献〉
１）榎本　豊「意見文の書き方」『ことばと作文』柴田義松監修　日本標準　2008年　P75
２）前澤　明里「より確かな結論を導くために深く思考する知識や技能を身に付ける授業の在り方」『教育実践研究』
第27集　上越教育大学学校教育実践研究センター　2016年　PP25-30
〈参考文献〉
・鶴田清司・河野順子「論理的思考力・表現力を高める言語活動のデザイン」　明治図書　2014年　PP38-39
・文部科学省ホームページ　小学校学習指導要領解説　国語編
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2017/10/13/1387017_2.pdf
図５　Ａ児・Ｂ児のグループの４象限マトリクス
